
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
六
月
十
七
日
号
に
「
正
平

協
、
韓
国
・
チ
ェ
ジ
ュ
島
を
訪
問
、
海
軍
基
地

建
設
反
対
に
連
帯
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
こ
の
訪
問
団
に
同
行
し
て
チ
ェ

ジ
ュ
島
に
行
き
ま
し
た
。

済
州
島
は
韓
国
で
一
番
大
き
な
島
で
、
人
口

は
約
五
十
五
万
人
、
カ
ト
リ
ッ
ク
人
口
は
約
六

万
で
す
。
島
の
中
央
に
世
界
遺
産
で
、
韓
国
一

高
い
漢
拏
山

ハ
ン
ラ
サ
ン

（
一
九
五
〇
米
）
が
聳そ
び

え
て
い
ま

す
。
済
州
島
は
石
が
多
く
、
風
が
強
く
、
女
性

が
多
い
た
め
「
三
多
島
」、
泥
棒
と
乞
食
が
い

な
く
て
、
家
に
表
門
が
な
い
の
で
「
三
無
島
」、

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
チ
ェ
ジ
ュ
は
韓
国
で
唯

一
の
ミ
カ
ン
の
産
地
で
す
。
私
た
ち
が
宿
泊
し

た
韓
国
殉
教
者
宣
教
会
の
黙
想
の
家
の
庭
に

は
、
大
き
な
ミ
カ
ン
の
原
木
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
和
歌
山
県
か
ら
贈
ら
れ
て
き
た
五
本
の
温

州
ミ
カ
ン
の
原
木
の
一
本
で
す
。

済
州
島
は
、
韓
国
現
代
史
で
、
日
本
の
支
配

に
よ
る
戦
争
の
拠
点
化
と
、
抗
日
運
動
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
戦
争
下
で
の
地
下
要
塞
化
と
民
衆
動

員
、
南
北
分
断
と
四
・
三
抗
争
に
よ
る
三
万
人

と
い
う
虐
殺
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
の

四
・
三
抗
争
で
の
過
去
の
清
算
と
い
う
歴
史
的

体
験
を
経
る
な
か
で
、
現
在
で
は
「
平
和
の
島
」

と
し
て
宣
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
済
州
抗
日
記
念
館
、
旧
日
本
海
軍

済
州
島
飛
行
場
跡
（
ア
ル
ト
ゥ
ル
飛
行
場
）、

海
岸
の
崖
に
掘
ら
れ
た
特
攻
艇
「
震
洋
」
の
壕
、

カ
マ
オ
ル
ム
と
呼
ば
れ
る
旧
日
本
軍
地
下
要

塞
、
戦
争
歴
史
博
物
館
等
を
見
学
し
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
民
間
人
虐
殺
と
済
州
民
衆
の
生
き
方

を
記
憶
し
追
念
す
る
た
め
の
平
和
・
人
権
公
園

で
あ
る
「
済
州
四
・
三
平
和
公
園
」
に
行
き
ま

し
た
。
最
後
に
五
百
人
が
集
団
虐
殺
さ
れ
た
地

の
北
村
里

ノ
ブ
ン
ス
ン
イ

四
・
三
記
念
館
を
訪
れ
、
幼
い
犠
牲

者
の
墓
前
で
祈
り
ま
し
た
。

済
州
島
四
・
三
事
件
と
は
、
一
九
四
八
年
四

月
三
日
に
、
在
韓
米
陸
軍
の
支
配
下
に
あ
っ
た

済
州
島
で
起
こ
っ
た
島
民
の
蜂
起
に
対
し
て
、

在
韓
米
軍
、
韓
国
軍
、
韓
国
警
察
、
朝
鮮
半
島

本
土
か
ら
来
た
右
翼
青
年
団
な
ど
が
引
き
起
こ

し
た
一
連
の
島
民
虐
殺
事
件
の
こ
と
で
す
。
一

九
五
四
年
ま
で
に
は
三
万
人
の
島
民
が
殺
害
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
子
ど
も
、
病
人
、
老
人

た
ち
が
一
割
も
い
ま
し
た
。

済
州
は
昔
か
ら
流
刑
地
だ
っ
た
こ
と
、
ま
た

沖
縄
と
同
じ
よ
う
に
、
長
い
間
朝
鮮
本
土
か
ら

差
別
さ
れ
、
抑
圧
の
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
長
年
「
反
共
」
を
国
是
に
掲
げ
て
き
た
韓

国
で
は
、
責
任
の
追
及
が
公
的
に
な
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
四
・
三
事
件
を
語
る
こ
と
が

タ
ブ
ー
視
さ
れ
、
事
件
の
真
相
は
闇
の
中
で
し

た
。
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
盧
武
鉉

ノ
ム
ヒ
ョ
ン

大
統
領
は
、

自
国
の
歴
史
清
算
事
業
を
進
め
、
二
〇
〇
六
年

四
月
三
日
の
犠
牲
者
慰
霊
祭
に
大
統
領
と
し
て
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・
よ
ろ
し
く
　
伊
藤
英
樹
神
学
生

・
洗
礼
お
め
で
と
う

・
初
聖
体
お
め
で
と
う

・
教
会
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ンそ

の
三

主 な 内 容

平
和
の
島

済
州
島

チ
ェ
ジ
ュ
ド

を
訪
ね
て

じ
ょ
に
ー
・
お
お
く
ら



初
め
て
出
席
し
、
島
民
に
対
し
て
正
式
に
謝
罪

す
る
と
と
も
に
、
事
件
の
真
相
解
明
を
宣
言
し

ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
二
月
に
四
・
三
事
件
六

十
周
年
を
記
念
し
て
済
州
平
和
公
園
と
平
和
記

念
館
が
完
成
し
ま
し
た
。
今
こ
こ
を
訪
れ
て
平

和
と
人
権
学
習
を
行
う
人
た
ち
が
年
々
増
え
て

い
ま
す
。

チ
ェ
ジ
ュ
の
司
教
館
で
姜
禹
一

カ
ン
ウ
イ
ル

司
教
か
ら
韓

国
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
、
海
軍
基
地
建
設
問
題

に
取
り
組
ん
で
き
た
経
緯
に
つ
い
て
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。
大
変
長
い
話
な
の
で
、
こ
こ
に
記

載
出
来
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
同
じ
内
容
に
近
い

ソ
ウ
ル
ウ
リ
神
学
研
究
所
で
の
講
演
の
一
部
を

引
用
し
ま
す
。

「
私
は
済
州
教
区
の
司
教
と
し
て
、
二
〇
〇

七
年
以
来
カ
ン
ジ
ョ
ン
の
海
軍
基
地
建
設
に
反

対
の
立
場
を
表
明
し
て
き
ま
し
た
。
当
初
は
教

会
の
司
教
が
、
政
府
の
推
進
す
る
計
画
に
公
式

に
反
対
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
意
思
を
述
べ
る

こ
と
は
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
な
の
か
随
分
悩
み
ま

し
た
。
私
は
、
も
し
教
会
が
進
み
出
な
い
の
な

ら
ば
、
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
た
弱
い
人
々
の
小

さ
な
声
は
、
聞
い
て
も
ら
え
な
い
ま
ま
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
う
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
私
は
教
区
の
司
祭
た
ち
と
歩
調
を
合
わ
せ
、

こ
の
問
題
を
世
論
に
訴
え
始
め
た
の
で
す
。

海
軍
基
地
建
設
に
反
対
せ
ず
に
い
ら
れ
な
い

重
要
な
理
由
は
、
済
州
島
の
人
々
が
近
年
堪
え

忍
ば
れ
た
抑
圧
と
痛
み
の
た
め
で
す
。（
四
・

三
事
件
の
こ
と
）
そ
し
て
今
、
韓
国
政
府
は
再

び
こ
の
済
州
島
に
軍
隊
を
送
ろ
う
と
し
て
い
る

の
で
す
。
市
民
を
無
差
別
虐
殺
し
た
犯
人
た
ち

に
対
す
る
公
正
な
処
罰
は
一
切
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
状
況
で
、
国
策
と
い
う
名
の
下
、
軍
事
基

地
を
造
る
た
め
に
住
民
の
土
地
が
力
ず
く
で
収

奪
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
従
う
者
は
、
生
き
て

い
る
具
体
的
な
世
界
の
た
だ
中
で
、
神
が
語
ら

れ
る
教
え
と
掟
を
聴
い
て
実
行
す
る
人
間
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

ア
ジ
ア
大
陸
は
多
く
の
貧
し
い
人
々
が
不
安

と
失
望
、
苦
悩
に
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

際
社
会
の
不
正
な
構
造
と
抑
圧
の
た
め
に
、
た

く
さ
ん
の
人
々
が
泣
き
う
め
い
て
い
る
の
で

す
。
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
済
州
島
で
、
こ
の

最
も
小
さ
な
村
カ
ン
ジ
ョ
ン
の
平
和
を
求
め
て

叫
ん
で
い
る
の
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が

こ
の
小
さ
な
村
で
平
和
を
守
る
こ
と
が
で
き
な

い
な
ら
ば
、
ア
ジ
ア
の
平
和
を
守
る
こ
と
も
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
」

（「
済
州
島
カ
ン
ジ
ョ
ン
村
に
始
ま
る
ア
ジ
ア
平

和
」
よ
り
）

姜
司
教
の
声
に
応
え
て
「
チ
ェ
ジ
ュ
平
和
の

島
実
現
の
た
め
の
カ
ト
リ
ッ
ク
連
帯
」
が
韓
国

の
三
五
〇
〇
名
の
司
祭
・
修
道
者
で
結
成
さ

れ
、
基
地
反
対
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
実

践
的
な
行
動
と
し
て
、
チ
ェ
ジ
ュ
教
区
司
祭
と

他
の
韓
国
十
四
教
区
の
司
祭
た
ち
に
よ
っ
て
毎

日
路
上
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
反
対
・

支
援
運
動
は
カ
ト
リ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
、
今
年

の
春
頃
か
ら
韓
国
内
の
諸
宗
教
や
市
民
運
動
に

（ 2 ）
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及
び
、
さ
ら
に
国
際
的
な
支
援
運
動
へ
と
大
き

く
広
が
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
の
目
的
の
一
つ
は
、
カ
ン
ジ
ョ
ン
村
の

海
軍
基
地
建
設
現
場
前
で
行
わ
れ
て
い
る
ミ
サ

に
、
谷

司
教
と
共
に
参
加
し
祈
り
を
捧
げ
る

こ
と
で
し
た
。

路
上
ミ
サ
が
行
わ
れ
る
所
は
チ
ェ
ジ
ュ
の

「
絶
対
保
全
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ク
ロ

ン
ビ
岩
〔
玄
武
岩
〕
の
上
に
作
ら
れ
る
空
母
の

た
め
の
基
地
現
場
前
で
す
。
更
に
民
間
用
の
港

と
合
体
さ
せ
「
民
軍
複
合
港
」
と
い
う
形
で
、

二
隻
の
十
五
万
ト
ン
級
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
停
泊

で
き
る
施
設
の
工
事
現
場
前
で
す
。

ミ
サ
中
に
司
祭
た
ち
が
門
前
で
座
り
込
み
を

続
け
生
コ
ン
車
が
工
事
現
場
に
入
る
こ
と
を
阻

止
し
て
い
ま
す
。
ミ
サ
が
終
っ
て
も
、
さ
ら
に

ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
が
唱
え
ら
れ
約
二
時
間
は
工

事
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
の
で
す
。

私
た
ち
が
参
加
し
た
路
上
ミ
サ
の
終
わ
り
に

文
正
鉉

ム
ン
ジ
ョ
ン
ヒ
ョ
ン

神
父
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。

「
政
府
は
こ
の
海
軍
基
地
建
設
問
題
が
海
外

に
知
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
今
年
四
月
、

沖
縄
の
平
和
運
動
家
の
三
人
が
入
国
を
阻
止
さ

れ
、
追
放
さ
れ
た
。
こ
の
私
は
継
続
的
に
裁
判

を
受
け
て
い
て
、
六
月
に
判
決
が
下
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

私
た
ち
は
嘘
つ
き
、
商
売
人
に
囲
ま
れ
て
い

る
。
国
防
省
、
海
軍
、
サ
ム
ス
ン
物
産
、
テ
リ

ム
（
こ
の
二
社
は
建
設
施
工
の
ゼ
ネ
コ
ン
）、

裁
判
官
、
検
事
、
警
察
官
、
み
ん
な
、
み
ん
な

嘘
つ
き
だ
。
独
裁
政
権
時
代
、
共
産
主
義
者
と

い
う
濡
れ
衣
を
着
せ
ら
れ
、
投
獄
さ
れ
た
人
々

が
三
十
三
年
た
っ
て
大
法
院
（
最
高
裁
）
か
ら

無
罪
の
判
決
が
出
た
例
が
あ
る
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
ウ
ソ
が
ま
か
り
通
っ
て

い
る
。
そ
の
ウ
ソ
を
あ
ば
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
度
重
な
る
ウ
ソ
に
よ
っ
て
、
村
人
や
平
和

運
動
家
の
罰
金
は
莫
大
な
額
に
達
し
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
二
十
メ
ー
ト
ル
中
に
入
っ
た
だ
け

で
、
二
〇
〇
万
ウ
ォ
ン
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る

の
だ
。
村
を
守
る
た
め
に
、
真
の
平
和
を
求
め

て
活
動
す
る
と
、
刑
務
所
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

ご
く
最
近
、
生
コ
ン
車
の
工
事
現
場
侵
入
を
阻

止
し
よ
う
と
し
て
八
時
間
も
車
に
し
が
み
つ
い

て
い
た
人
が
排
気
ガ
ス
を
多
量
に
吸
い
込
ん

で
、
救
急
入
院
し
、
重
体
に
な
っ
た
。
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
身
を
投
じ
る
人
々
の
抵

抗
活
動
こ
そ
が
、
大
幅
に
工
事
進
行
を
遅
ら
せ

る
力
と
な
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
が
カ
ン
ジ
ョ
ン
を
頻
繁
に
訪
ね
て
く

る
こ
と
、
ま
た
工
事
現
場
の
前
で
、
路
上
で
ミ

サ
を
捧
げ
続
け
る
こ
と
が
基
地
建
設
阻
止
に
つ

な
が
っ
て
い
く
」（
後
藤
正
史
神
父
訳
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
最
後
に
、
文ム

ン

神
父
の
大
き
な

叫
び
声
が
付
近
一
帯
に
響
き
ま
し
た
。「
ク
ロ

ン
ビ
ヤ
　
サ
ラ
ン
ヘ
（
ク
ロ
ン
ビ
よ
、
愛
し
て

る
よ
）」
と
叫
ぶ
神
父
の
腹
の
底
か
ら
の
声
を
、

ミ
サ
を
共
に
捧
げ
た
司
祭
、
信
徒
た
ち
が
こ
だ

ま
の
よ
う
に
答
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
三
度
、
繰

り
返
さ
れ
て
、
信
徒
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
が
派
遣

さ
れ
て
行
き
ま
し
た
。
私
た
ち
も
連
帯
し
て

「
ク
ロ
ン
ビ
ヤ
　
サ
ラ
ン
ヘ
」
と
叫
び
続
け
ま

し
た
。

今
日
も
カ
ン
ジ
ョ
ン
の
工
事
現
場
で
賛
美
歌

と
共
に
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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